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序

こ
の
た
び
名
神
高
速
道
路
瀬
田
栗
東
間
の
建
設
工
事
が
施
行
せ
ら
れ
る
に
当
り
、
そ
の
工
事
に
必
要
な
土
取
場
と

し
て
、
草
津
市
山
寺
町
北
谷
の
丘
陵
が
削
り
収
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
丘
陵
に
は
古
墳
が
散
在
し
て
い
た
の

で
、
工
事
施
行
前
に
発
掘
調
査
を
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
日
本
道
路
公
団
名
神
高
速
道
路
滋
賀
建
設
所
長

（後
に
、
日
本
道
路
公
団
名
神
高
速
道
路
第

一
建
設
局
長
）
よ
り
、
県
教
育
委
員
会
に
発
掘
調
査
を
委
託
さ
れ
た
。

こ
の
契
約
に
よ
り
、
当
教
育
委
員
会
が
発
掘
調
査
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
、
当
課
主
事
西
田
弘
を
調
査
員
と
し
て

調
査
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
調
査
は
各
方
面
の
御
協
力
に
よ
り
、
所
期
の
目
的
を
達
し
、

出
土
遺
物
の
調
査
整
理

も
、
こ
の
程
そ
の
主
要
な
も
の
に
つ
い
て
終
了
し
た
の
で
、
こ
こ
に
そ
の
概
要
を
印
刷
に
附
し
、
広
く
関
係
各
方
面

に
御
報
告
す
る
と
共
に
、
改
め
て
発
掘
調
査
に
御
協
力
を
賜
わ
っ
た
関
係
各
位
に
篤
く
お
礼
を
申
述
べ
た
い
。

昭

和

三
十

六
年

二

月

滋
賀
県
教
育
委
員
会
事
務
局

社

会

教

育

課



草
津
市
山
寺
町

北
谷
古
墳
群
発
掘
調
査
概
報

名
神
高
速
道
路
建
設
の
た
め
の
上
取
場
と
し
て
、
車
津
市
山
寺
町
の
北
谷
丘
陵
が
決
定

し
た
際
、
日
本
道
路
公
団
の
瀬
田
栗
東
工
事
事
務
所
よ
り
、
同
地
が
古
墳
の
群
集
地
で
あ

る
こ
と
が
、
当
教
育
委
員
会
に
連
絡
さ
れ
た
。
そ
こ
で
当
教
育
委
員
会
が
日
本
道
路
公
団

よ
り
の
委
託
を
う
け
て
、
こ
れ
ら
の
古
墳
群
の
事
前
発
掘
調
査
を
行
う
こ
と
と
な
り
、
西

田
弘
が
調
査
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。　
　
　
一

こ
の
調
査
に
要
す
る
経
費
は
、
す
べ
て
日
本
道
路
公
団
が
負
担
し
、
こ
れ
を
県
教
育
委

員
会
に
委
託
し
た
。
金
額
は
第

一
次
契
約
に
於
て
二
五
万
円
、
第
二
次
契
約
に
於
て

一
五

万
円
、
計
四
〇
万
円
で
あ
る
。

調
査
の
実
施
に
当

っ
て
は
、
公
団
側
の
道
路
工
事
計
画
に
合
わ
せ
て
、
第

一
次
は
昭
和

三
二
年
二
月

一
六
日
か
ら
同
月
二

一
日
ま
で
、
第
二
次
は
七
月
四
日
か
ら

一
八
日
ま
で
、

第
二
次
は
八
月

一
七
日
か
ら
九
月
二
日
ま
で
、
第
四
次
は

一
〇
月
二
五
日
か
ら
二
七
日
ま

で
、
四
回
に
わ
け
て
行

っ
た
。

な
お
調
査
に
当

っ
て
は
、
京
都
大
学
助
教
授
樋
口
隆
康
氏
、
京
都
国
立
博
物
館
技
官
鈴

木
博
司
氏
よ
り
、
種
々
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
叉
、
日
本
道
路
公
団
名
神
高
速
道
路
第

一
建
設
局
、
同
局
瀬
田
栗
東
工
事
事
務
所
の
職
員
各
位
、
車
津
市
長
、
同
市
教
育
長
を
始

め
同
市
関
係
職
員
各
位
よ
り
御
協
力
を
い
た
だ
き
、
発
掘
に
当

っ
て
は
、
地
元
山
寺
町
の

奥
村
善
之
助
区
長
を
は
じ
め
区
民
各
位
、
草
津
高
等
学
校
教
諭
奥
村
修
、
市
川
登
、
北
川

昭

一
の
各
氏
及
び
同
校
生
徒
諸
君
、
滋
賀
県
立
産
業
文
化
館
技
師
宇
野
茂
樹
氏
、
江
南
洋

氏
、
早
川
和
彦
君
、
広
部
長
之
君
、
か
ら
多
大
の
御
援
助
を
う
け
た
。
人
骨
の
調
査
に
つ

い
て
は
大
阪
市
立
大
学
医
学
部
島
五
郎
教
授
の
御
協
力
を
得
た
。
又
遺
物
整
理
に
つ
い
て

は
、
滋
賀
県
教
育
委
員
会
所
管
の
重
要
文
化
財
国
吉
大
社
東
照
宮
修
理
事
務
所
の
北
村
主

任
は
じ
め
職
員
及
び
勤
務
者
各
位
の
御
協
力
を
得
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
甚
の
謝
意
を
表

わ
す
次
第
で
あ
る
。
わ
け
て
も
瀬
田
栗
東
工
事
事
務
所
の
中
西
莉
弘
嘱
託
は
、
事
務
連
絡
、

設
営
、
発
掘
調
査
、
遺
物
整
理
等
あ
ら
ゆ
る
面
に
於
て
、
連
日
御
協
力
を
い
た
だ
き
、
調

発掘調査附近地形図 lμ5,000



査
の
遂
行
に
多
大
の
便
宜
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
感
謝
に
た
え
な
い
。

発
掘
は

一
六
の
地
点
に
於
て
行

っ
た
の
で
、
各
地
点
別
に
概
報
の
記
述
を
行
う
こ
と
と

す
る
。
な
お
発
掘
地
点
が
す
べ
て
古
墳
で
は
な
い
た
め
、
地
点
符
号
と
別
に
古
墳
番
号
を

付
け
る
こ
と
と
し
た
。
又
、
当
報
告
書
に
於
て
は
、
制
限
さ
れ
た
紙
数
そ
の
他
の
た
め
、

詳
細
に
わ
た
る
こ
と
が
出
来
ず
、
か
つ
実
測
図
類
は
す
べ
て
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た

こ
と
は
、
誠
に
残
念
で
あ
る
。

草
津
川
と
金
勝
川
の
漢
谷
に
よ
っ
て
区
切
ら
れ
た
金
勝
山
塊
が
、
北
に
の
び
て
湖
岸
平

野
に
の
ぞ
む
小
丘
が
遺
跡
地
で
あ
る
。
西
は
草
津
川
を
は
さ
ん
で
追
分

・
岡
本
の
古
墳
群

に
対
し
、
東
は
丘
陵
続
き
に
下
戸
山
の
古
墳
群
に
つ
ら
な
り
、
金
勝
川
を
こ
え
て
北
東
は

川
辺

・
安
査
寺

・
小
野

・
六
地
蔵
の
栗
東
古
墳
群
に
続
い
て

い
る
。　
な
お
丘
陵
の
突
端

か
ら
数
百
米
離
れ
た
水
田
中
に
、
か
つ
て
周
違
を
め
ぐ
ら
し
た
と
思
わ
れ
る

一
円
墳
が
あ

る
。
従

っ
て
こ
の
古
墳
群
は
こ
の
よ
う
な
湖
南
古
墳
群
の

一
部
と
し
て
、
他
の
古
墳
群
と

の
関
連
に
於
て
究
明
き
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
他
日
を
期
し

た
い
。

Ａ
　
地
　
点

土
取
に
伴
う
工
事
用
道
路
予
定
地
に
あ
た
り
、　
一
応
ト
レ
ン
チ
を
入
れ
た
が
、
何
ら
遺

構
遺
物
は
認
め
ら
れ
ず
、
工
事
に
よ
り
破
壊
さ
れ
る
部
分
も
少
い
の
で
調
査
を
打
切
る
。

Ｂ
　
地
　
点

　

（
第

一
号
墳
）
―

（
図
版
第
五
）

北
谷
丘
陵
の
突
端
部
に
あ
り
、
幅
の
せ
ま
い
尾
根
に
盛
上
し
た
ら
し
く
、
盛
土
は
東
側

の
斜
面
に
多
く
認
め
ら
れ
た
。
封
上
の
地
表
下
約
六
〇
糎
で
、
粘
上
で
被
覆
さ
れ
た
主
体

部
が
発
見
さ
れ
た
。
主
体
部
の
大
き
さ
は
、
棺
の
長
さ
四
米

一
〇
糎
、
幅
約
五
五
糎
、
粘

上
の
被
覆
を
加
え
て
長
さ
四
米
七
五
糎
、
幅
約

一
米
、
高
さ
約
二
五
糎
で
あ
る
。
粘
上
は

青
色
粘
土
を
用
い
、
粘
土
床
の
下
に
約

一
五
糎
の
厚
さ
に
小
石
を
敷
き
つ
め
た
排
水
設
備

が
施
さ
れ
て
い
た
。
遺
物
は
非
常
に
少
く
、
頭
部
に
細
長
い
鉄
製
品
が

一
本
発
見
さ
れ
た

だ
け
で
、
足
の
方
に
鉄
銹
が
認
め
ら
れ
た
が
遺
物
は
遺
存
し
な
か
っ
た
。
全
体
に
わ
た
り

朱
を
塗

っ
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
墳
丘
に
は
葺
石
や
埴
輪
の
存
在
が
認
め
ら
れ
な

か

っ
た
。

Ｃ
　
地
　
点

　
（
第
二
号
墳
）

横
穴
石
室
の
古
墳
ら
し
い
が
石
材
は
す
っ
か
り
運
び
去
ら
れ
、
底
部
と
推
測
さ
れ
る
あ

た
り
か
ら
遺
物
ら
し
い
土
器
片
や
鉄
製
品
の
残
片
が
若
子
発
見
さ
れ
た
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
地
点
と
Ｄ
地
点
の
中
間
の
凹
所
の
Ｃ
地
点
よ
り
の
処
か
ら
、
調
査
後
の
上
取
作
業

中
に
、
須
恵
恭
の
大
形
土
器
や
高
杯

・
提
瓶
、
土
師
器
破
片
等
が
黒
色
腐
蝕
土
中
に
発
見

さ
れ
た
。
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
表
土
を
除
去
し
た
際
出
上
し
た
も
の
で
、
遺
跡
の
性
質
を
知

る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
を
と
り
ま
く
古
墳
の
い
ず
れ
か
に
対
す
る
祭
祀
関
係

の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

主
な
出
土
品

須
恵
器

（
図
版
第
十
六
）
―
―
大
形
土
器

一　
一局
杯
五
　
提
瓶

一

Ｄ
　
地
　
　
点

　
（
第
二
号
墳
）

周
囲
よ
り
や
や
高
く
盛
土
状
を
な
し
て
い
た
。
地
表
下

一
米
三
〇
糎
で
地
山
の
層
に
達

し
た
が
、
地
表
か
ら
地
山
ま
で
の
間
に
黒
色
腐
蝕
上
の
薄
層
が
三
層
あ
り
、
第
二
と
第
二

の
腐
欲
土
層
の
間
の
薄
い
粘
上
層
の
直
上
か
ら
上
器
が
出
土
し
た
。
土
器
は
す
べ
て
土
師

器
の
小
破
片
で
あ
る
。

調
査
終
了
後
の
上
取
作
業
の
際
、
こ
の
附
近
の
傾
斜
面
か
ら
石
室
の

一
部
と
思
わ
れ
る

石
材
や
土
器
が
出
土
し
た
。
し
か
し
こ
れ
は
機
械
に
よ
る
土
取
作
業
の
間
に
作
業
員
に
よ

り
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
正
確
な
遺
跡
の
推
定
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
こ
の
た

め
こ
の
地
点
も
石
室
を
持
っ
た
古
墳
の
石
室
が
殆
ん
ど
崩
壊
し
た
も
の
で
、
先
に
調
査
し

た
部
分
は
、
こ
の
石
室
を
覆
う
盛
上
の
一
部
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
た
。

Ｅ
　
地
　
　
点

　

（
第
四
号
墳
）
―

（
図
版
第
二
）

横
穴
石
室
の
吉
墳
で
天
丼
石
は
す
べ
て
無
く
、
奥
壁
と
北
壁
は
上
半
部
が
無
く
、
南
壁

は
殆
ん
ど
存
し
な
い
。
羨
道
部
は
崩
壊
し
て
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
玄
室
の
底
面
に
は
石

が
敷
か
れ
て
い
る
。
遺
物
の
遺
存
は
比
較
的
良
好
で
あ
る
。
玄
室
の
大
き
さ
は
長
さ
四
米

三
〇
糎
、
幅
は
羨
道
部
に
つ
づ
く
部
分
で

一
米
八
〇
糎
、
奥
壁
部
で

一
米
四
工
糎
、
高
さ

は
不
明
で
あ
る
。
羨
道
部
と
の
接
続
は
片
袖
式
と
思
わ
れ
る
。
遺
物
は
装
身
具
と
鉄
器
類

は
玄
室
の
北
側
に
多
く
、
土
器
は
南
側
に
多
く
、
主
と
し
て
須
恵
器
を
奥
に
土
師
器
を
羨

道
近
く
に
置
い
て
い
る
。



主
な
出
土
品

装
身
具

（
図
版
第
十
三
）
―
―
金
環
二
　
銅
環
二
　
硬
玉
勾
玉

一　
碧
玉
管
玉
二

ガ
ラ
ス
小
玉
五

鉄
器

（
図
版
第
十
二
第
十
三
第
十
四
）
―
―
鉄
鉄
九
　
刀
子
六
　
刀
残
欠
二
　
そ
の

他
の
鉄
器
類

須
恵
恐

（
図
版
第
十
六
）
―
―
広
口
壺

一　
環

一　
一烏
杯

一　
台
付
壺

一
同
蓋

一

土
師
器

（
図
版
第
十
六
）
―
―
椀
四
　
一局
杯
五
　
一霊
一

Ｆ
　
地
　
　
点

　

（
第
五
号
墳
）
―

（
図
版
第
六
）

横
穴
石
室
で
、
天
丼
石
は
最
も
奥
の
一
個
が
遺
存
し
、
他
に

一
個
落
ち
込
ん
で
い
た
。

壁
は
奥
壁
部
を
残
し
て
他
は
上
半
が
無
く
、
羨
道
部
も

一
部
崩
れ
て
い
た
。
片
袖
式
で
羨

道
部
は
玄
室
よ
り

一
段
高
く
な
っ
て
い
る
。
室
底
に
は
石
が
敷
か
れ
て
い
た
。
遺
物
の
遺

存
は
良
好
で
あ
る
。
大
き
さ
は
玄
室
の
長
さ
三
米
三
〇
糎
、
幅

一
米
六
〇
糎
、
高
さ

一
米

九
〇
糎
、
羨
道
は
幅
八
〇
糎
、
玄
室
と
の
高
さ
の
差
は
約
二
五
糎
、
羨
道
の
高
さ
長
さ
共

に
不
明
で
あ
る
。
玄
室
内
の
両
壁
に
そ
っ
て
人
骨
が
出
上
し
た
。
遺
物
は
、
装
身
具
は
人

骨
に
伴
出
し
た
も
の
が
多
く
、
鉄
器
、
馬
具
、
土
器
等
は
入
口
よ
り
向
っ
て
右
側
の
奥
と
、

左
側
の
袖
の
部
分
に
多
く
、
鉄
器
の

一
部
は
左
壁
下
人
骨
附
近
に
出
土
し
た
。
奥
壁
の
上

器
は
人
骨
や
鉄
器
の
上
に
重
っ
て
発
見
さ
れ
た
が
、
奥
壁
や
奥
壁
に
近
い
側
壁
の
中
間
高

さ
約
六
〇
糎
の
処
に
、
属
平
な
石
を
壁
石
の
間
に
突
き
さ
し
、
あ
た
か
も
そ
の
上
に
板
な

ど
を
載
せ
た
よ
う
な
状
態
が
見
ら
れ
た
の
で
、
或
は
土
器
は
そ
の
板
に
載
せ
て
あ
っ
た
と

も
考
え
ら
れ
た
。
羨
道
部
に
も
土
器
や
鉄
器
が
若
干
見
ら
れ
た
。

主
な
出
土
品

装
身
具

（
図
版
第
十
二
）
―
―
銀
環
二
　
銅
環
ニ
　
ガ
ラ
ス
小
玉

一　
競
珀
玉

一
五

鉄
器

（
図
版
第
十
二

・
第
十
三

・
第
十
四
）
―
―
鉄
鏃

一
一　
刀

一　
刀
子
三
　
そ

の
他
　
外
に
銅
鏃

一

馬
具

（
図
版
第
十
五
）
―
―
轡

一　
雲
珠

一
　

そ
の
他

須
恵
器

（
図
版
第
十
七

・
第
十
八
）
―
―
平
瓶

一　
横
盆
二
　
直
口
壺

一　
腺
四

提
瓶
三
　
台
付
壷

一　
高
杯
二
　
杯
身
七
　
杯
蓋
六
　
皿

一　
椀

一

土
師
器

（
図
版
第
十
八
）
―
―
大
形
高
杯
二
　
一島
杯

一

Ｇ
　
地
　
　
点

　

（
第
六
号
墳
）

横
穴
石
室
で
、
天
丼
石
は
す
べ
て
無
く
、
羨
道
部
も
崩
壊
し
て
無
く
な
っ
て
い
た
。
玄

室
の
大
き
さ
は
、
長
さ
四
米
二
〇
糎
、
幅
は
奥
で

一
米
五
〇
糎
、
入
口
で

一
米
七
〇
糎
、

高
さ
は
約

一
米
八
〇
糎
と
推
測
さ
れ
る
。
底
部
に
は
石
が
敷
か
れ
て
い
た
。
壁
の
石
が
落

ち
込
み
底
は
非
常
に
荒
れ
て
居
り
、
遺
物
も
散
乱
し
原
位
置
を
推
測
す
る
こ
と
も
出
来
な

い
程
で
あ
る
。
奥
壁
の
左
右
の
隅
に
上
師
器
の
高
杯
と
対
が
置
か
れ
て
い
た
の
だ
け
が
原

位
置
を
示
す
も
の
で
、
他
の
土
器
は
入
国
の
方
に
散
ら
ば
っ
て
い
た
。
装
身
具
や
鉄
器
馬

具
類
も
散
乱
し
て
い
た
。

主
な
出
土
品

装
身
具

（
図
版
第
十
三
）
―
―
金
環

一　
銀
環
三
　
水
晶
切
子
玉

一
　

ガ
ラ
ス
小
玉

一ハ
　
金
銅
小
玉

一　
土
製
小
玉
四

一　
琥
珀
玉
二

鉄
器

（
図
版
第
十
三

。
第
十
四
）
―
―
鉄
鉄
三
　
刀
子
二
　
そ
の
他

馬
具

（
図
版
第
十
五
）
―
―
鍍
金
馬
具

（
主
と
し
て
雲
珠
）
破
片
　
そ
の
他

須
恵
器

（
図
版
第
十
八

・
第
十
九
）
提
瓶

一　
一局
杯

一　
杯
身
七
　
杯
蓋
九
　
皿
二

椀
二

土
師
器
―
―
高
杯

一　
対

一
　
皿
二

Ｈ
　
地
　
　
占
〔

（
第
七
号
墳
）
―

（
図
版
第
七
）

こ
の
地
点
の
立
木
の
除
去
が
お
く
れ
た
た
め
、
調
査
が
お
く
れ
た
。
機
械
力
に
よ
る
土

取
作
業
の
進
展
に
よ
り
立
木
も
除
去
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
作
業
の
間
隙
を
ぬ
っ
て
調
査
を

行
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
表
土
除
去
も
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
行
う
と
い
う
非
常
手
段

を
と
り
、
底
部
の
調
査
に
重
点
を
お
い
た
。
横
穴
石
室
で
天
丼
石
は
す
べ
て
無
く
、
側
壁

も
西
壁
は
殆
ん
ど
取
り
去
ら
れ
、
或
は
崩
れ
落
ち
て
い
た
。
玄
室
の
大
き
さ
は
長
さ
四
米

三
〇
糎
、
幅

一
米
八
〇
糎
、
高
さ
は
不
明
で
あ
る
。
羨
道
部
は
幅
約

一
米
、
長
さ
は
残
存

部
で
二
米
余
で
あ
り
、
高
さ
は
不
明
で
あ
る
。
片
袖
式
で
向
っ
て
左
側
に
袖
の
あ
る
の
も
、

第
四
号
墳
や
第
五
号
墳
と
同
じ
で
あ
る
。
底
部
は
こ
の
吉
墳
群
の
他
の
石
室
と
異
な
り
、

玉
砂
利
を
敷
き
つ
め
て
居
り
、
更
に
玄
室
の
中
央
よ
り
羨
道
に
向
い
三
〇
糎
前
後
の
幅
で
、

割
石
や
自
然
石
を
並
べ
た
排
水
設
備
と
推
定
さ
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
設
備

は
此
の
附
近
の
古
墳
で
は
現
在
ま
で
例
を
見
な
い
も
の
で
あ
る
。
遺
物
は
装
身
具
、
馬
具
、



鉄
器
、
須
恵
器
で
、
遺
存
は
比
較
的
良
好
で
あ
る
。

主
な
出
土
品

装
身
具

（
図
版
第
十
三
）
―
―
銅
環
ニ
　
ガ
ラ
ス
小
玉
二
　
土
製
小
玉
三
〇
　
競
珀

玉
二

鉄
器

（
隠
版
第
十
二
）
―
―
刀
装
具
残
欠
　
そ
の
他

馬
具

（
図
版
第
十
五
）
―
―
轡

一

須
恵
器

（
図
版
第
十
九
）
―
―
提
瓶
三
　
一局
杯
三
　
環

一　
直
口
壷

一　
台
付
壷

一

広
口
壺

一　
杯
身
二
　
杯
蓋

一

Ｉ
　
地
　
　
点

　

（第
八
号
墳
）

横
穴
石
室
と
推
定
さ
れ
る
が
石
材
は
す
べ
て
無
く
、
底
に
敷
い
た
と
思
わ
れ
る
石
が
数

個
散
在
し
、
そ
の
間
に
土
器
や
鉄
器
類
が
若
千
出
土
し
た
。

主
な
出
土
品

鉄
器

（
図
版
第
十
四
）
―
―
工
具
類
そ
の
他

須
恵
器

（
図
版
第
二
十
）
―
―
提
瓶

一　
杯
蓋

一　
一局
杯

一

Ｊ
　
地
　
　
点

　

（第
九
号
墳
）
―

（
図
版
第
七
）

横
穴
石
室
で
、
天
丼
石
と
思
わ
れ
る
大
石
が
二
個
落
ち
込
ん
で
い
た
。
奥
壁
側
壁
と
も

に
上
半
部
は
欠
失
し
て
い
る
。
従

っ
て
高
さ
は
不
明
で
あ
る
。
底
部
に
は
石
が
敷
か
れ
、

玄
室
の
長
さ
三
米
三
〇
糎
、
幅

一
米
五
〇
糎
、
入
口
よ
り
向
っ
て
右
側
に
袖
を
持
つ
片
袖

式
で
あ
る
。
羨
道
部
は
幅
約
八
〇
糎
、
長
さ
は
不
明
で
あ
る
。
遺
物
は
装
身
具
が
中
央
部

か
ら
発
見
さ
れ
た
が
、
土
器
は
破
壊
散
在
が
甚
だ
し
く
、
主
と
し
て
羨
道
部
近
く
に
散
乱

し
て
い
た
。

主
な
出
土
品

装
身
具

（
図
版
第
十
二
）
―
―
銀
環
二
　
土
製
小
玉
六

鉄
器

（
図
版
第
十
四
）
―
―
撃
八
　
そ
の
他

須
恵
器

（
図
版
第
二
十
）
―
―
広
口
壺

一　
一局
杯
二

Ｋ
　
地
　
　
点

盛
上
し
て
上
面
を
平
坦
に
し
た
と
思
わ
れ
る
遺
跡
で
あ
る
が
、
盛
上
部
分
に
遺
物
は
全

然
発
見
さ
れ
ず
、
地
表
下
約

一
米
に
濤
状
に
黒
色
腐
蝕
土
が
た
ま
っ
た
部
分
か
ら
、
古
い

土
師
器
の
小
破
片
が
出
土
し
て
い
る
。
地
元
の
老
人
か
ら
こ
の
附
近
に
往
昔
仏
堂
が
あ
っ

た
と
の
言
い
伝
え
が
知
ら
さ
れ
た
が
、
山
上
の
小
堂
な
ら
ば
建
築
も
可
能
の
広
さ
が
あ
り
，

盛
上
が
濤
状
部
分
の
上
に
あ
る
こ
と
も

一
応
解
釈
が
可
能
と
な
る
。
し
か
し
後
世
の
遺
物

は
何
ら
発
見
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

」
　
地
　
　
点
―

（
図
版
第
七
）

封
土
な
く
ほ
ぼ
平
坦
な
東
西
約

一
〇
米
南
北
約
七
米
の
部
分
で
、
表
上
の
下
は
す
ぐ
地

山
で
あ
る
。
そ
の
北
寄
り
に
約
八
米
に
わ
た
り
、
円
筒
埴
輪
が

一
列
に
並
び
、
更
に
南
寄

り
に
も
円
筒
埴
輪
の
破
片
が
数
個
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
間
に
土
器
が
散
在
し
て
い
る
が
、

そ
の
数
は
多
く
な
く
、
完
形
品
は
有
蓋
杯

一
合
の
み
で
、
出
上
の
際
は
身
と
蓋
は
少
し
離

れ
て
い
た
。
こ
の
須
恵
瀑
は
時
代
が
新
し
い
と
思
わ
れ
埴
輸
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

そ
の
他
古
い
土
師
器
の
破
片
も
出
土
し
、
遺
跡
の
性
質
は
全
く
不
明
で
あ
る
。
鉄
器
も
少

量
出
上
し
て
い
る
。

主
な
出
土
品
―
―

（
図
版
第
二
十
）

円
筒
埴
輪
破
片

須
恵
器
―
―
杯
身
同
蓋
各

一

Ｍ
　
地
　
　
点

Ｌ
地
点
と
Ｎ
地
点
の
中
間
を

一
応
調
査
し
た
の
で
あ
る
が
、
土
器
類
の
散
乱
が
認
め
ら

れ
た
だ
け
で
あ
る
。

Ｎ
　
地
　
　
点
　

（
第

一
〇
号
墳
）

封
土
を
持
ち
中
央
部
が
く
ば
ん
で
既
掘
の
跡
が
あ
っ
た
。
深
さ

一
米
四
〇
糎
ば
か
り
で
、

石
室
の
底
に
敷
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
石
約

一
〇
個
と
共
に
、
土
器
破
片
数
点
が
発
見
さ
れ

た
だ
け
で
、
石
室
の
石
材
は

一
個
も
発
見
出
来
な
か
っ
た
。

Ｏ
　
地
　
　
点

Ｐ
地
点
か
ら
の
び
た
尾
根
が
Ｎ
地
点
と
の
間
に
く
ば
み
を
つ
く
る
突
端
部
で
あ
る
。
表

上
下
は
す
ぐ
地
山
に
な
り
、
や
や
大
ぶ
り
の
石
が
縦

一
米
横
五
〇
糎
の
ほ
ぼ
矩
形
に
並
べ

て
あ
り
、
そ
の
附
近
に
土
器
が
散
乱
し
て
い
た
。
な
お
そ
の
石
敦
の
間
か
ら
打
製
石
鉄
が

一
個
発
見
さ
れ
た
が
、
土
器
は
す
べ
て
土
師
器
や
須
恵
器
で
、
先
史
時
代
の
も
の
は
見
ら

れ
な
か
っ
た
。
な
お
念
の
た
め
附
近
を
精
査
し
た
が
、
土
器
や
石
器
は
発
見
出
来
な
か
っ



た
。主

な
出
土
品

須
恵
器

（
図
版
第
二
十
）
―
―
直
口
壺

一

石
鏃

一

Ｐ
　
地
　
　
点

　

（
第

一
一
号
墳
）
―

（
図
版
第
八

・
第
九
）

北
谷
丘
陵
の
頂
上
に
あ
り
こ
の
古
墳
群
最
大
の
規
模
の
墳
丘
で
あ
る
。
調
査
の
結
果
西

南
か
ら
西
に
か
け
て
封
土
が
崩
壊
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
崩
壊
の
た
め
主
体

部
の
後
半
が
無
く
な
っ
て
い
た
。
葺
石
は
東
側
で
は
よ
く
遺
存
し
て
お
り
、
埴
輪
の
破
片

も
発
見
さ
れ
た
。
な
お
こ
の
地
は
阿
弥
陀
堂
と
呼
ば
れ
て
い
る
た
め
、
建
築
の
遺
構
が
発

見
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
注
意
し
た
が
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。
堂
が
焼
け
た
と
の
説
も

あ

っ
た
が
、
灰
層
そ
の
他
焼
け
た
痕
跡
は
発
見
出
来
な
か
っ
た
。
た
だ
室
町
時
代
に
さ
か

の
ば
る
と
見
ら
れ
る
瓦
の
外
、
素
焼
の
上
器
な
ど
が
葺
石
に
ま
じ
っ
て
発
見
さ
れ
た
の
で
、

堂
跡
で
あ
る
確
証
は
得
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
後
世
古
墳
の
封
上
を
利
用
し
て
阿
弥
陀
堂
が

建
立
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

古
墳
の
主
体
部
は
青
粘
上
で
覆
わ
れ
て
居
り
、
木
棺
は
幅
約
七
〇
糎
、
長
さ
は
遺
存
し

て
い
る
部
分
で
四
米
三
〇
糎
あ
っ
た
。
棺
端
よ
り

一
米
三
〇
糎
か
ら

一
米
九
〇
糎
の
間
に

傍
製
方
格
規
矩
鏡

一
面
、
鍬
形
石
三
個
が
納
置
さ
れ
て
い
た
。
鏡
は
鏡
背
を
上
に
し
て
居

り
、
布
で
包
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
三
個
の
鍬
形
石
は
す
べ
て
表
を
上
に
し
て
い
た
。

又
二
米
三
〇
糎
あ
た
り
か
ら
朱
の
層
が
非
常
に
厚
く
な
っ
た
が
、
遺
物
は
前
記
以
外
は
全

然
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。
鏡
下
附
近
は
特
に
構
材
の
遺
存
状
態
が
よ
か
っ
た
。
構
は
厚
い

青
色
粘
上
で
覆
わ
れ
て
お
り
、
壁
の
厚
さ
も
五
〇
糎
乃
至
六
〇
糎
で
、
上
部
の
粘
上
の
落

ち
込
み
も
厚
い
所
で
は
五
〇
糎
ほ
ど
あ
っ
た
。
粘
土
床
は
、
厚
さ

一
〇
糎
余
り
、
棺
底
か

ら
四
〇
糎
ほ
ど
の
高
さ
の
Ｕ
字
形
の
構
造
を
持
っ
て
い
る
。
粘
土
床
の
下
は
山
粘
上
で
排

水
設
備
は
発
見
出
来
な
か
っ
た
。
た
だ
粘
土
床
の
頭
部
に
、
東
西
六
〇
糎
、
南
北
は
東
端

が
五
〇
糎
、
西
端
で
推
定
六
五
糎
の
梯
形
状
に
小
石
が
薄
く
敦
き
並
べ
て
あ
っ
た
。
榔
外

の
北
壁

（
正
面
）
に
そ
っ
て
鍬
形
石
二
個
及
び
鉄
剣

・
鉄
鉄
等
の
武
器
や
木
工
具
類
が
二

群
に
分
け
て
置
か
れ
、
南
壁
に
そ
っ
て
数
量
は
北
側
よ
り
少
い
が
、
鉄
剣
を
主
と
し
た
鉄

器
類
が
置
か
れ
て
い
た
。
南
北
壁
外
の
遺
物
の
配
置
は
互
い
違
い
に
グ
ル
ー
プ
別
に
置
か

れ
て
い
た
。
主
体
は
墳
丘
の
軸
に
対
し
直
角
に
作
ら
れ
、
軸
の
方
位
は
約
北
三
〇
度
西
で

第

一
号
墳
と
殆
ん
ど
同
方
位
で
あ
る
。
な
お
墳
形
が
前
方
に
の
び
た
平
週
部
を
合
め
て
前

方
後
円
墳
と
し
て
形
を
整
え
た
の
か
ど
う
か
を
調
査
し
た
が
、
前
方
後
円
で
あ
る
確
証
は

な
く
、　
一
応
円
墳
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

主
な
出
土
品
―
―

（
図
版
第
十

。
第
十

一
。
第
十
二
）

楠
内
　
傍
製
方
格
規
矩
鏡

一　
鍬
形
石
三

榔
外
北
壁
　
鍬
形
石
二
　
大
形
鉄
剣

一　
鉄
剣
約

一
五
　
大
形
鉄
鏃
二
　
鉄
鉄
八

手
斧

一　
刀
子

一　
剣
形
小
形
鉄
器
二
　
そ
の
他
用
途
不
明
鉄
製
品
五

榔
外
南
壁
　
鉄
剣

一
二
　
剣
形
小
形
鉄
器
二
　
そ
の
他
用
途
不
明
鉄
製
品
二

後
世
寺
院
関
係
遺
物
　
軒
先
平
瓦

一　
素
焼
上
器
瓦
破
片
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